
みんなで創ろう「環境・エネルギー先端県とやま」
富山県では、G７富山環境大臣会合の開催を契機に、県民、事業者（卸売業、小売業、宿泊業、飲食店）の

みなさんが、今後取り組むエコ活動宣言を募集しています！

事務局・問合せ先 : とやまエコ活動宣言事務局 ［とうざわ印刷工芸(株)内］ （※当事業の委託事業者です）
〒939-2745 富山市婦中町広田5210 TEL：076-411-5582 FAX:076-466-2636
E-mail sengen@toyama-ecokatsu.jp

主催：富山県、環境とやま県民会議、（公財）とやま環境財団

http://www.toyama-ecokatsu.jp/
裏面の「とやまエコ活動宣言書」に必要事項をご記入のうえ、下記事務局までお送りください。

宣言方法

ホームページで
郵送・FA Xで

県民の部 事業者の部
富山県内に在住
または在勤の方

（学校や自治会など団体単位での参加も可）

宣言者の中から、毎月５名に
抽選で環境関連グッズを

プレゼント！

特 典

富山県内に主たる事業所を置く
卸売業、小売業、宿泊業、飲食店

を営む事業者
（店舗単位での参加も可）

専用サイトや広報物により、
取組内容を広報します！

特 典

裏面の
「宣言書」へ

GO!
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あなたの情報を記入してください。

次のエコ活動に取り組むことを宣言します。

［県民の部］
氏名（任意）※1 プレゼントへの応募

希望する ・ 希望しない

住所（任意）※1

〒　　　　ー

〒　　　　ーメールアドレス（任意）※1　　

県民の部 事業者の部

性別 年代

　男性 ・ 女性 10代以下・20代・30代・40代・50代・60代以上
【該当するものに○をつけてください】　

【該当するものに○をつけてください】　

【該当するものに○をつけてください】　

［事業者の部］
事業者の名称

事業区分　

事業所の所在地

卸売業 ・ 小売業 ・ 宿泊業 ・ 飲食店

担当部署・担当者※2

リンク希望URL

【該当するものに○をつけてください】　

TEL ー ー ー ー

メールアドレス

FAX
備考
※1 県民の部については、氏名、住所、メールアドレスは専用サイト等に掲載しません。
※2 事業者の部については、担当部署・担当者は専用サイト等に掲載しません。
・宣言は、お1人（１団体）につき１回に限ります。
・個人情報は本事業以外には使用しません。

［選択項目］

□ 温度調節

□ 節電

□ 自動車
□ 節水

□ 省エネ商品

□ ごみ

□ 緑化

□ 県土美化

□ 環境保全

選択項目以外に取り組むエコ活動について、自由にご記入ください。

［選択項目］

□ 温度調節 □ 環境に配慮した温度調節設備を整備します。
□ グリーンカーテンを設置します。

□ 不要な箇所の電気は消灯します。
□ 電力消費量の少ない製品を選びます。

□ 蛇口に節水こまを入れます。
□ 庭木の水やりには、雨水を利用します。

□ 社有車を低公害車にします。
□ 社員にはエコドライブを推奨します。

□ 節電

□ 自動車

□ 節水

□ 省エネ商品 ・省エネ商品を使用・普及するよう努めます。

□ ごみ

□ 緑化 ・緑化運動に積極的に参加します。

□ 県土美化 ・ごみ拾い運動に積極的に参加します。

□ 環境保全 ・大気環境や水環境の保全に積極的に貢献します。

□ 過剰な包装をなくします。
□ 小盛りメニューを追加し、食品ロスをなくします。
□ 連泊のお客様の希望に応じ、アメニティグッズや
　 シーツの交換を不要とするプランを用意します。

県の環境行政全般に対する意見や提言など、ございましたらご記入ください。

選択項目に例示されたエコ活動に取り組む場合は、該当選択項目の□にチェック    をしてください（いくつでも選択可）。

選択項目以外のエコ活動に取り組む場合は、自由記入欄に記入してください。

プレゼントを希望する場合は、必ず氏名と住所を記入してください。

宣言書

□ 冷房の温度は28℃、暖房の温度は20℃に設定
　 します。
□ 自然光や風を取り入れて、エアコンの使用を
　 抑えます。

□ 電化製品はコンセントからこまめに抜きます。
□ エアコンや電気を消して、みんなで公共施設に
　 出かけます。

・水道の蛇口は、こまめにしめます。

□ エコドライブ（ふんわりアクセル「eスタート」）を実践します。
□ なるべく公共交通機関を利用します。

□ 省エネ商品を選んで買います。
□ 照明はできるだけLEDに切り替えます。

□ マイバッグを持参し、無駄なレジ袋は断ります。
□ ペットボトルや食品トレイをリサイクルに出
　 します。
□ 食べ物の無駄をなくし「食品ロス」を減らします。

・自然とふれあい、緑を守り育てます。

□ 道に落ちているごみを見かけたら拾います。
□ 地域で実施される清掃活動などに参加します。

□ 油や調理くず、食べ残しを下水に流しません。
□ 名水・湧水等の水環境を守る活動に参加します。


